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ヤましがき

紅茸山南遺跡は、高槻市安満北の町に所在します。本遺跡のゴ隙1には「青龍三

銅 (235り と記された気方格規矩四神鏡)が出土したことで有名な安満宮山古墳

が存在し、この吉墳は現在安満山の中腹に復元されております。安満山イよ 平安時

代から春日神憮現磐手破田Dの神域として守られてきました。

また、本遺跡南側には弥剣時代の環濠集落として著名枷 あヾりますと安

満遺跡イよ 弥生時代前期から集落が営まれておりました力ヽ 後期になると周辺には

高地時 といわれる古曽郡遺跡や紅茸山遺跡が存在します。

今回、 枷 改修工事に伴い発掘調査を実施しましたところ、安満山から

派生する段丘と谷郡(平坦面には弥生時代から中世までの住居や溝、ゴミ捨て穴な

どが見つかりました。これら人 が々残した痕跡イよ この地域の歴史を考える上で貴

重な資料となることと思います。

現地での発掘調査にご咀解とご協力を賜った地元住民の皆様をはじめ、高槻市教

育委員会、大阿 傭膿地緑の総合事務所イ詢,＼ 関係機関、関係者の皆様に厚くお礼

申し上げますとともに、今後とも文化財の保護にご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。

平成 14年 3月

会

ガ団 偽 瓢 小林 栄



例 言

1。本書イよ 大阪府教育委員会が実施した「安満新池」改修工事に伴う、高槻隋安満北の町所在(紅茸山南遺跡

発掘調査報告である。現地による発掘調査イよ 環境農淋水産郡から依頼を受けた大阪府教育委員釦 ヽ平成

12・ 13年度電渡って実施した。調査イよ 平成 12年 12月 15日から平成 13年 3月 30日まで、面積 1,600

∬を文化財保護課調査第 1グループ挽師山上期 1-4[め、平成13年 7月 2日から9月 14日 まで、面積720

飩 、6四を同鹿用鞭撃新整担当者として実施し,也 整閣降柴イ賜 と並行して実施し、平成 14年 3月に

終了した

2,本書の執筆イよ ;聴既獣∴ 山上弘が行い、編集は井西が行った

3.本書に掲載した遺博写瓢謝廃攣菊罰よ 各調査担当者が撮影した

4航空側塾よ 平成12・ 13年とも昭和株式会社に委託し,也

5。 出土した遺物、調査及び遺物整理にあたって作成した実測図、写真等の資料は大蟻 員会が保管して

いる。

6。現地での発掘調査にあたってイよ 地元虐民の方 及々び下記の機関からご協力を9也 記して感謝いたしま現

高槻請教育委員会 高槻市公民館 磐手小学校 大阪北部農と緑の総合事務所
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凡 例

① 躯 害Jり

地区割りは、国土座標第Ⅵ系に基づき、1

万分の 1の的沸駆如朔し、縦 6血〔横 8

血の第 1区画、2500分の 1地形図を使用し

疱縦 1.5血(横 2揃の第Ⅱ区画、第Ⅱ区画

内を 100m単位で区画した第Ⅲ区画、第Ⅲ

区画内を 10m単位で区画した第Ⅳ区画を用

いて位置を標記した。本報告における調査区

の位置イよ K6-16-D16-c～ j2-4、 K

6-16-E16-a～ f2～10である。第 I。

Ⅱ区画については、いずれもK6-16の範

囲であるためこの部分の表記を省略する。

② 譴 冊 ・離 器

調査評号は大阪府朝 している年度ご

との通し番号が対応する。遺物の取り上げ、

現腸作業及び遺物の図画類、写真類について

も然

"凱
功積する。

平成12年度調査の調蔭番号は00045、 平成13年度の調査番号は01008である。

遺構番号については、整理作業との混乱を避けるため現場作業における番号を変更していない。遺構番号は

年度ごとの通し番号であるため、1～ 4区と5、 6区では重なっていることがある。今回の報告で番号がとんで

いるのイよ 整理に当たり必要な遺精番号のみを表記したためである。

1. 刈 り 畳 拍 0。 呻

高槻市は大阪府の北東部に位置し、南北に長軸を持つ菱形に近い形である。市域北部は、古生層
。丹波層群

8職廊朝隣 らゝ連なる標高 150～700mの北摂山地代 中央帥詩嘲囃梨熊鴻戯する標高30-200mの高槻回鬼

南平台口斑 奈佐原丘陵、南西に張り出す富田台地が展開し、南部は大阪平野北部を形成する標高 10m以下の

測
「
ほ地へとつなわ落。これらり四吻よ           、高槻南樫田地区は除く)、 茨木市、摂津市、

吹田市、箕面市の呵謁の中心部を有馬。高槻構造線を構成する真上断層帯が横断していることによる。また市

靭羽限 山地より発する:翔 lk堆飾〕Iによって三分され いずれも,知
「μq繊曲 。

本遺跡は、高槻市磐手地区に所在する。成合盆地を流れる桧尾川が、北摂山地の一部である安満山西麓と高

槻匠陵東縁郡の紅茸山の間を南北電流れ出た西側に位置する。地層イ封斜秘||の形成する安満扇状地であり、扇状

地面の傾斜が大きいことが特徴である。安満扇状地の末端には弥倒時代の環涙集落・拠点集落として著名な安満
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遺跡が存在する。本調査地山明治末年頃に新たに造られた 1枷 にあたり、ため池築造以前イよ 空初な 畑

等であった。これを惨転して三方に堤体を盛り上げてため池とし、安満地区の水田を灌漑する。

市域内の山麓や平野部でイよ 先史時代から歴史時代イめ たる様:々な遺跡が発見されている。

旧石�約 遺跡は、芥川西岸の富田訓 低伽雛Dを中心に所在する郡家飾 津之江勘 どが確

認されている。縄文時代でイよ 後期の芥ナ
「
瞳跡が確認されており、晩期には遺跡数も増える。弥倒時代にイよ 先

述した学史的にも著名な安満遺跡が存在し、中期以降は天神山遺跡、古曽部遺跡・芝谷闘媒高地陛菊め、後期

になると萩ノ庄遺跡(紅茸叫勘嗽高地陛菊めなどでも集落跡が確認されている。また、安問勘卵調従辟斜聯ゝ

ら幾pかの消長を経て中世ま鞠 存ヾ統するという点からも遺跡の重要瞬 える。古墳時代前期にイよ 安満

山の中腹に、中国魏の年号である「青龍三年」優35り銘の方格規矩神獣鏡と初期のタイプの三角縁神獣鏡 5面

が共伴して出土したことで価値のある安消宮呻 潮勤鳩 。本遺跡周辺の北摂山地南東部や高槻丘陵の斜面

地イこイよ 河崎藤ではある力渡満嘲 窪琴社古騎礁 鱗 山醇割kり勒離耀癬などの脚 渤戒さオ%。

本調査地においては、中世の耕作土とともに多量の当該期の遺物と建物跡を確認した。今回の調査成果によ

り、周辺にも集落が広がるとの想定できる。

紅茸山遺跡・紅茸山古墳群
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2.螂

文イ隕幡攀課イよ 大開 日膿とと緑のサ鶴挙需初評醜課より高槻戒荊嗣ヒの噺 咳満新化 、別所軌

け節翻翻よJ謝0」 の改修を実施するとの協議を受け、平成 12年同ため池の試掘調査を実施した(担当 :文化財

保護課主査泉将糀う。その紐鷺 鳴菊蒔備倒 咳部諭馳障割鋭 ともに遺物の出土と 児烈待訴ユ地 では遺構が

検出され 文化財保護法による新発見の遺跡であることが確認された。よって本府教育委員会は農と緑の総合事

務所より57条の 6餞凱唇移諏導0の提出を受ヤ大 略瑳翔酢廟塾殉 として文化財分布図12001年 3月贄空Dに登

録し,色

発掘調査についてイよ し輔粥翻kJ蔚り」イよ ため池改修正釧 財巖こ力飾 に達しないとの協議結果か

ら調麿の必要はないとの判断をし、工事を実施してもよいとの回答を行った  蜘 についてイよ ため池

改修工事の船 M巖働珈 に達する地区について調査を実施することとなった。よって東と南側の堤体部分に

ついての調査を実施した。平成 12年度曲劇臥延長90m:1-3動 と束狽l10離 45m:4回、平成 13年

度イ薄翻胡ヒモ釈延長 60m i5、 6口について(平成 12年度の工事残土との関係から30mずつ工区を分けて(6

区 :】印吹 5区 :言報り調査を実施した

3.麟

① 基本層序

第1層 た軸 ヘドHl岬+6層厚約20 cm。

第3図 用跡崖図
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第 2層 10GY6/1緑灰色シルト,訳鋤 。親土。層厚約 10-30餌皓           。調麿地金

体に堆積している層である。上面が第1面で、近世から近くの遺構面である。

第 3層 5GY3/1暗オリーブ灰邑虫幅 0.3-2側の礫を多くi訂り。中世遺物包含層。層厚 5～15団乳 6区の南

西部と5区にのみ堆積する土層で、遺物の徹創塾能弗北上面が第2面<a下 面が第2面―(勧

第4層 ab/4オリーブ灰色シルコ艶 層厚約 10～20 cIL弥と時代中期から期 の遺物が含まれる。古

墳時代後期の遺物包含層。1～ 4区南半に堆積する層で、 3区では地形が高くなっているので雄積は薄

ヤ、上面わ普君新臥 下面が第前吼

地山層 礫層、砂層など地区ごとに違っている。4区北半、 5・ 6区では礫層が確認され 1～ 4区では砂層や

礫層が確認された。1～ 4区では、上層に古墳時代包含層(第4層)が侠在し、地山の上面は弥生時代

中期から布留式期の遺構面となる。 5・ 6区では、第4層が確認されず、地山上面は第2面となり

最終面である。

② 遺構と遺物

1区 遺構面を2面検出した。第2面は部却約 らゝ中世、第斬副螂 中期から布鞭 ある。

第 2面

12 E16-e10区で検出した方形の土坑で、北偵ゆま13に切られる。長軸 0。8m以二 煙舶 0。 7m、 深さ 17硼で

ある。埋土は2.税3/2黒褐色砂質±1層である。遺物イ剖嘩割葱1)、 青繭脚②等が出土した

13 E16-e10区で検出した円形の土坑で、径 0。91n.深さ 20mである。揮十は 2.5Y4/2暗灰黄色砂質± 1

層である。遺物は山師小剛0、 枷 !ヽ剛④等が出土した

49 E16-e10区硼 した円形のピッドQ径 0。劾虫 深さ 10mでぁる。蜘 よN4/0灰色±1層である。

物 よ土師″側KO筆諭壮 した

121 E16-e10区で検出した深さ 10mの落ちである。西側は調査殴米 東イ灘熱艶嚇鍋とで破壊されている。

llT十はN4/0灰色±1層である。遺物は白磁腕0、 瓦器碗等が出土した

143 E16-e9区で検出した、ほぼ南北方向の直線の溝である。南側は石組み護岸の池状遺構に切られ 】隙1

は調査区外である。検出長 3.4■ 幅 0。艶 ェゝ 深さ 20mである。llT十は 2.朗 1暗オリーブ灰色+5G4/1

暗緑灰色砂質±1層である。遺物は当吊州Щの等が出土した

145 E16-e9区で検出した、】日陳 ―南南西方向の直線の溝である。南北ともに調査区外である。幅 2.lm以

上 深さ 35mである。先後関係が確認できるところで観察すると 148を 145が切っている。145の最終堆積

層イよ 西側で確認された落ち同様の堆積層12.5GY4/1黄灰色肥乳Dで埋まっており、溝が機能しなくなった後

も地形が窪んでいたと考えられる。輝十は大きく4層に分層でき、暗緑灰色から暗オリーブ灰色シルト～粗砂層

である。遺物は瓦器碗∝～10、 瓦器小皿(11)、 土師小皿(12～劾 、土噸 51、 足付小皿120、 瓦質羽釜

97、 28)、 翻 り鉢991、 ■節開辞置 青職細kJ自論(効避」努饒急 石需誇ヾ阻 した

148 E16-f9区で検出した、ゴロ陳 ―南南西方向の直線の溝である。南北ともに調査区外である。幅 0。7m

以上、深さは 25mである。Jj7+は大きく2層に分層でき、暗緑灰色から暗オリーブ灰色粘質シルト
～
粗砂層で

ある。遺物イ帥 Ol、 五凛弾隆℃1)、 陥器筋Ю21、 綻穀辻器密灌Ю31、 瓢 陶器碗等が出土した
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1.(カ クラン)
2.盈5CY5/1 緑灰色シルト (やや粘性あり)
3.Z5Y4/3 オリーブ褐色粘質シルト (上部にMnあ り)
4.10Y5/2 オリーブ灰色細砂 (3～5mmの礫、2～5cmの石を少量含む)
5,75GY5/1 緑灰色細砂

西面断面図

6,75Y5/3 灰オリープ色細砂 (2cm程度の小石を含む)
7.5G4/1 暗緑灰色粘質シルト (やや砂質を含む)
8.5GY4/1 暗オリーブ灰色粘質土 ⑫～5mmの礫、6～20cmの石を含む)
9.25GY4/1 暗オリープ灰色シルト (やや粘性あり、4～10cmの石、2～5mmの礫を含む)
10.7.5GY4/1 暗緑灰色シルト

11.10Y5/1 灰色砂礫 (3～7cmの石を含む)
12.10GY6/1 緑灰色シルト
13.25Y4/2 灰黄褐色シルト
14.5Y6/6 オリープ細砂

S

25GY4/1 暗オリーブ灰色シルト礫混じり
5GY4/1 暗オリープ灰色シルト
2.5GY6/1 オリーブ灰色シルト
N5/0 灰色砂礫
75GY6/1 緑灰色シルト

10GY6/1 緑仄色シルト
5G4/1 暗緑灰色砂礫
7うY5/3 灰オリープシルト
2.5Y4/2 暗灰黄色細砂
5Y5/4 オリープ色シルト

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15,

5BG4/1
5Y6/5
2.5Y4/2

5Y6/6
5Y5/1

暗青灰色細砂
オリーブ色シルト

灰黄褐色細砂
オリープ色細砂
灰色細砂

16.地山
17.2.5Y4/1 黄灰色砂礫
18.5B4/1 暗青灰色シルト
19.5BG4/1 暗青灰色砂質土,礫混入
20.N3/0 暗灰色細砂,礫混入
21.5B4/1 暗青灰色粘土
22.10BGち /1 暗青灰色シルト
23.N5/0 灰色粘土
24.N4/0 灰色粘土 (災混入)

18

一 ― …
……… へ へヽ Qヘ

1.5Y4/1 灰色粘質上 (Ma少 し含む)
2.5Y5/3 灰オリーブ色粘質土 (2.5Y5/6 黄褐色粘質土混じる)
3.25Y4/2 暗灰黄色砂質土 (と ころどころ多く礫混じる)
4,2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質土 (Mnと 上器少し含む)
5.5Y5/2 灰オリーブ色粘質土

6.25Y5/3
7. 5Y5/4
8. 5Y5/3
9. 2.5Y4/1
10. 2.5Y5/4

黄褐色砂質土
オリーブ色粘質土

灰オリーブ色砂質土

黄灰色砂質土

黄褐色砂質土 (土器と礫含む)

7うY4/2 灰オリーブ色粘質土 (2うY5/6 黄褐色混じる)
盈5Y5/2 灰オリープ色粘質土 (2.5Y5/6 黄褐色混じる)
■5Y4/2 灰オリープ色砂質土
5Y4/1 灰オリーブ色砂質土 (Maと 上器含む)
5Y4/2 灰オリープ色砂質±          0

7.5Y5/2 灰オリープ色砂質土 (Mnと 土器含む)
25Y4/2 暗灰黄色砂質土 (上器と礫混じり)
2.5Y4/3 オリーブ褐色土
5GY4/1 暗オリープ灰色粘質土 (礫少し含む)

5                  10m

4区

1～ 3区

第4図 抑

- 5～ 6 -





ヤ
3

11

蔓 三 頭
12                           13                        16

25

第6図  1匝ミ潮膠朝図
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95 E16-f10区硼 したJ九 南イ露雁範ψ卜である。深さ20mを測り、岬十はN4/0灰色±1層である。

進彰ひイ蔑質恵器陶鯵《И渫録対量土した

166 E16-e10区で検出した方形の堅穴住居である。東側約3分の2が後世の攪乱で破壊されている。平面形

は隅丸方形で西辺 4.3mを測る。検出面から床面までの深さ 20crnを測り、岬十は上下2層に分かれ、下層が

10YG4/1暗緑灰色粗驚云 上目が 10Y4/2オリープ灰       である。螂 羽陸 と西勁 北半部で

検出され、幅 0。れ 、深さ5 cmを測り、埋土は 10Y3/1オリーブ黒色粘質±1層である。住居内の遺構は、土坑

を2ヶ所で検出した。遺物は土師器の甕G5～3の、韓式系の甕GO、 小型庫Ю91、 鉢90)、 高杯141)等が床面か

らやや浮いた状況で出土した

l10 E16-且0区で検出した方形の竪穴住居である。北コーナー部と北西辺 3.OIム 】卿 1.5mが検出され

南側の大半が調査区外である。壁面に沿っ即幅 0。 21■ 深さ5clnの壁清が検出された。検出面から床面までの

深さ10cln、 輝十はloYR4/4帽色粘質±1層である。遺物は出土しなかった

第 3面

270 E16-e10区で検出した方形の落ちで、ピット群は本遺構の上面で検出された。幅4m× 2.5～ 3m、 深

さ 10mである。押十は 7.5Y4/2灰オリープ色砂質±1層である。遺物は弥生遇約帥筆機包、431等が出土し

た

2区 鰤 よ 2回行仕9る。第2F訥斎翌割約 らゝ引阻 第3面は弥倒時代中期から布留式期である。

第 2面

472 E16-f8区で検出した東西方向の土坑で、平面形は不整方形を呈する。長辺 4翫ム 短辺 0,9～1.3rnh深

さ 20mである。lj7+は loYR3/4暗褐色砂質±1層である。遺物は 在地色の強い弥制時代中向 が出土

した

616 E16-f6区で検出したピットで、】隙Jイ詞醐 である。径 0.25m、 深さ 8mである。埋土は 預羮均/1

暗オリーブ灰色1層である。遺物イよ 帥 、ELBW/JⅧ聰0等が出土した

487 E16-f7区硼 し枷 に離 もつ土坑で、平面形イ郡勃防形を呈する。長辺狗A短辺 1.lm、

深さ 20mである。jj7+は loYR3/4暗褐色砂質±1層である。勘 よ 瓦器碗鰹つ、酷 jNm1481、 須恵器高

聴 Ol籍拍世 した

362 E16-13区で検出した土坑で、融 ゆ斎滅劃盈タトである。平面形は不整形を呈する。検出長41nh幅 3。なム

深さ 30mである。輝十は 7.風5/2灰オリーブ蝉 。風5/6黄褐色土混じる)1層である。勘 よ 土師

質舶 1)、 瓦質土器等が出土した

622 E16-f7区で検出した 2×4間の建物を構成するピットである。掘立柱建物は桁行 1.61n梁行 1.31■ 床

面積 19.6�である。柱堀力は0.3-0.4 cmO隅丸方形あるいは円形で深さは 20-30mである。剛 臨 さ

れなかった 勘 イよ ピット622から」 W/JXm149Jが出土した

384 E16-e7区で検出した土坑で、平面形は楕円形を呈する。長軸 0。 9m、 短軸 0。 7m、 深さ 20mである。

進彰,ほ嫁魂記騨黍身621籍翰壮 した

刺l E16-e8区で検出した土坑である。上面で井戸、ピット群が検出された。平面形は不整形で、深さ 10 cm
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である。理十は 2.5Y3/1黒褐色砂質±1層である。遺物は須恵器必期 、蜘 、砥石651、 石庖丁

1561籍鞘世 した     ,

鶴 E16-e8区で検出し紛 7索1を 401に切ら章%。 平面形イよほイ坤 形で員軸 2.6m、 最大幅

2,Om、 深さ 20mである。埋土は 5G4/1暗緑灰色砂質± 1層である。遺物イよ 須忍部恭瓢yl、 杯身68)等が

阻 した

473 E16-f8区で検出した落ち怠 北肩のみ検出した。深さは 20鹸、却十は 7.5Y4/2灰オリーブ色砂質

±1層である。遺靱よ 劇船設箪開澤渤注とした

476 E16-f7区で検出した落ちで、】触Jの肩のみ検出したバ 472・ 487・ 657に切られており、516とつな

がる可能性も考えられる。深さ 20麓、輝十は 5Y4/2灰オリーブ色砂質±1層である。遺物イよ 行単却状 の

蜘 Olヽ 好報記欝隷坪藍熊批)筆拍ゞ雌 しな

515 E16-偲 区で検出した落ちで、南側は報劃冠米 東は 472に切ら孝仏 西側は 362に切られる。深さ 12

mで、lj7+は loY3/1オリーブ黒色砂質±1層である。遺物は、碗形の邦部をもつ高邦62-641、 円筒埴輸

1651筆鞘壮 した

516 E16-e6,7区 で検出した流路である。南】隣離 区外に延びる。調査区南側では地形の高い部分があり、

流路は2方向I朝lJnる。高い部分では土坑・ピット腕 窮削され也 西側イ窃 Jれね内賂は 487に切られる。

最大幅 17mで、深さ 20mである。埋土は 7.段3/2オリーブ黒色砂質±1層である。物 よ 珍蔚鋼騨穏瓢56

～691、 邦黙 70～74J、 高邦蓋95、 761、 高杯97～ 791、 甕SO)、 端 ,ゝヽ型壺181)、 甕G2～841、 製塩土器

1851、 釧《始、8の、課 9筆鞘ヾ阻 した

ワ  E16-f5区で検出した土坑だ、南側を 659に切られる。醐 掏 を呈する。深さは 10mであ

る。勘 よ 土師器高妬脚即Ю②、山 ③等が出土した

10Y4/2 オリーブ灰色粘質土 (焼土含む)
10GY4/1 暗緑色粘質土
10Y3/1 オリーブ黒色粘質土 2
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551 E16-f5区で検出した溝で、】いま668に切ら
'亀
南は調蔭区外である。験出長 5。2m、 幅 2.2-3。44深

さ15mである。埋土はlCIY3/2オリーブ黒色砂質±1層である。勘 よ 土師器警Orり9等が出土した

鶴  E16-e8区硼 した円形のピットで、径 0。期随に深さ 10mでぁる。埋土は 5GY3/1暗オリーブ灰色

l層である。遺物イよ 枷 等が出土した

鰯  E16-e8区で検出した円形のビットで、径 0。26m、 深さ5伽である。埋土は 5X3/1オリーブ黒色±1層

である。融 よ 奈即        71等が出上し,亀

鯉  E16-f8区硼 した長円///Oピットで、長軸 0.9楓 短軸 0。8吼 深さ 30mである。北側を 639に切

られる。ljW十は 5Y3/1オリーブ黒色+2.5GY3/1暗オリーブ灰色砂質±1層である。遺物イよ 須恵器高不190

籍鶉ヽ 吐上した

倒7 E16-マ 区制 した円形のピッドG径 0.2m、 深さ30mである。理十は 5Y3/1オリー� l層

である。遺物イよ 須落器野場051等が出土した

659 E16-る 区で検出した方形の土坑で、北。西側を土坑・ピットで切られ、南狼岬緋湾区外である。深さは

20伽〔jjT十は2.5Y4/3オリープ褐色±1層である。遺物イよ 呻 9等が出土し,こ

668 E16-f5区で検出した土坑で、南西側を攪乱に切らねる。深さは 15mである。勘 よ 弥生』需憲100

等鶉壮 した

阻  E16f5区で検出した不整長円形の土坑で、長軸 1.5m、 短軸 1.れ、深さ20mである。遺物イよ 須恵器

器治ЮO鋼 した

第 3面

614 E16-e4・ 5区で検出した落ち怠 湖 隙呻 に大きく張り出し、中央部分から南北方向に直線で、

東側イこ鵜 る。上面では中世の清・土坑・ピットが検出された。東肩は検出さは茶 った。深さは 10mで、埋

■lま 騎偽/2灰オリーブ色砂質±1層である。遺物イよ Ξ訳101～ 105、 107～ 1091、 二重回線達K100、 甕(113～

121)、 銀 122～ 124、 126、 12の、脇購К125淮釣いと世上した

3区 遺構面を2面検出した。他の調査区と較べて地形的に高く、包含層は薄いが、比較的良好な状況で第3

顧誇測 さ亀

第 2面

174 E16-e2区硼 したほイ癖期″濫所で、径 2.0颯 深さ40mでぁる。南側剥罰して漱壊されている。

選ワ

"剖

轄揺腕Q281籍がと趾上した

222 E16-e2区硼 した円形のビットで、径 0。2m、 深さ15mである。遺物は司報蒸12の等が出土し,色

227 E16-f2区で検出した円形のピットで、径 0。22m、 深さ 17硼である。遺物イよ ]睡静↓hll113③等が出土

した

175 E16-e3区で検出した不整形の落ち込みである。南は調査殴米 西肩は2区で南北方向に 3.5r郎は犬 3

区に向け0印勃南に4楓 そこで 90° 北へ 3.5m懸伏 90。 曲がり東へ 45m、 さらに 90° 南蜀韓覇罐源

外となる。上面でイよ 千望却器 中世の土坑・溝・ピットなどが検出された。深さは対 皿である。遺物イよ 須
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潔器嬌課1321、 外家 130、 土師器躊(134、 1351、 碗形の杯部をもつ高杯(136～ 138)、 高杯脚訳 139～ 141)等

が出土した

316 E16-13区で検出した隅丸長方形の土坑で、長軸 3.8m、 短軸 0.9～1.2m、 深さ 20mである。輝十は

10Y4/1灰色±1層である。遺物イよ 須忍器聘頴1421、 煮 1431等が出土した

310 E16-13区で検出した不整方形の土坑で、土坑とピットに大きく切られる。深さ 20mである。l・7+は

10Y4/1灰色砂質±1層である。翻 よ 二郎醸鴇黙144Jが出土した

341 E16-e2区で検出した隅丸長方形の土坑で、長軸 2.5m、 短軸 0.4■ 深さ 18皿である。遺物イよ 土師

惣 1461、 童 1471が出土した

324 E16-e2区で検出した隅丸力形の土坑で、幅 1,Om、 深さ 11∽である。遺物イよ 三督醍構魚153、 I④等

が阻 した

345 E16-e2区で検出した落ちで、東に向かって落ち込み、遺構の大半が調査区外であるため、平面形等は

明らかでない。深さ 14 cmを測る。遺物は、土師器高邦(1481、 翻 151、 15り、削 149J、 煮 150等が

阻 した

観  E16-e3区で検出した楕円形のピットで、長軸 0.61■ 短軸 0.44深さ斃 mである。遺物イよ 須恵器

甕(1551が出土した

第 3面

237 E16-f2区で検出した溝で南側は調査区外である。検出長2m、 幅 0.6m、 深さ 32mである。Jj7+は

2.5GY4/1暗オリープ灰色+10Y4/1灰色砂質±1層である。勘 よ ]艇仕蟻経萩156～1591等が出土した

期  E16-d3区で攪出した円形のピッドG径 0.3m、 深さ 17mである。遺物イよ 弥生遇殺魚161、 16劾等
が趾 した

酬  E16-2区で検出した円形の土坑で、東。西偵叫斎翌郭斜膀 らゝ中世のピットに切られる。深さは 23mで

ある。遺物イよ 弥生翌雑訳163～1651等が出土した

349 E16-e3区で検出した円形のピットで、径 0.31■ 深さ 27mである。遺物イよ 3艇量蟻解勧離祇1661等が

阻 した

238 E16-f2区硼 した方形の土坑ド、東側でピットに切られる。4H11.1吼 短軸 0.徽■ 深さ7mであ

る。l・7+は 2.5GY4/1暗オリーブ灰色+10Y4/1灰色砂質±1層である。遺物イよ ]艇量逹降憲1671が出土した

(168)イ圭餌醍絲未 (1691は当印器高邦郷部で、ともにE16-f3区包含層からの出土である。包含層からは他に、

森轄曙■三」輛器篤鞘遊斃重にt量土した

4区 遺構面を2面検出した。第斯酌再勤静斜膀 らゝ中世、第3面わNれ却状 中期から布鞭 ある。

第 2面

782 E16-c3区で検出した南北方向の溝もしくは土坑だ、】陳1を落ち込みで切ら▼Rる。検出長 3.4m、 幅 2.0

m、 深さは15mである。輝十は段8/1オリー加 1層である。遺物イよ 珈 170)、 山師州К171、

1721、 」錮薩鶏鋼(173深釣いと吐上した

-16-



145

,0匈 0

第11図 3欧 遣物実測図。1

-17-



・５７

Ｆ

‐５６

64

第 12図 3区 潮癖朝図・ 2

-18-

ド

ド

ーｌ
ｈ
日
―――



-61-

100001(阻:I=0国酵義躍理轄瀬レ 国81箋

q。。ご
Q

0
0

♂。

θ  。厠③  ω 。

908

じ④ギ坐◎。o
⑬

♂亀 ♂⑮608

却″
監
　Ｏ
∞
。

わ　
⑮中
‐Ｏ

―
∞
∞
・］
］
〇



ご

景
| 尋

|

|

第14図 4底 第3面遺構全体図 lS=1:20011000451

―-20-―



M E16 b3区で検出した溝で、湖 筋謝訥 らゝ6mの位置から南西方向に直線韓 。6mで 1条分

岐するがヽ 検出長 12れ、そこから南に方向をかえ9m延能 。幅 0.4ム 深さ 20mである。jj7+は loGY3/1

暗緑灰色砂質±1層である。遺物イよ ]曜静INm117ム 1751、 ELHVNЩ176～ 170、 白秘続(17②等が出土した

877 E16-a3区で検出した北側への落ちで、本遺構が埋まった後溝移墜力M硝Jされる。深さは 20mである。

遺物イよ 配器碗(180～ 1841、 ELHT/NЩ185～180、 白秘続(18②、螂 190)ヽ 螂 194J等が出土した

849 E16-b3区で検出した隅丸方形の土坑で、長軸 1.61■ 短軸 0,6～ 1,Om、 深さ 25mである。揮十は

7.路/2オリーブ需釘握割二1層である。遺物イよ 劇鯛Ⅸ199等が出土した

醐  E16-協 区で検出した東西方向の溝で、東側は調査殴米 南肩は溝に切られる。検出長 5.8Fnh検門幅

0。静硝.4ム 深さ25mで、埋土は2.5Y3/1黒陽匈砂質±1層である。遺物イよ 瓦質霧叙1951等が出土した

907 E16-a3区で検出した落ち込みである。深さは 20硼に輝十は 2.5GY4/1暗オリープ灰色粘質土l層で

ある。遺物イよ 瓦器筋(19の、ELHTIl1190、 瓦質秘欲199、 200等が出土した

朗  E16-a3区で検出した落ち込みである。上面を土坑・溝・ピットに切られる。深さは 20mである。遺物

イよ 面標醇捨難Ю劾籍翰ヾ阻 した

制  E16-d3区硼 した土究怠 南倶ゆ詞罐逐タトである。鵬 0.8鳳 幅1.2rnL深さ20面である。埋

土は2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質±1層である。勘 よ 土師器駿9031、 坪Q隠 200等が出土した

740 E16-c3区で検出した方形の土坑で、本遺構が埋まった上面で、中世のピットが検出された。1辺 3.8～

3.5m、 深さ 13mである。埋土は 5Y3/2オリーブ黒色砂質±1層である。遺物イよ 土師器警907、 2081、 高邦

1209、 2101、 例唯Bll)、 2鶏効《200銅斗翌LLした

751 E16-d3区で検出した方形の土坑で、 1辺 1.6m、 深さ 14mである。埋土は 2.5Y3/1黒褐色砂質± 1

層である。物 よ 土師器腐豚閉取9121等が出土した

810 E16 b3区で検出した不整形の土坑で、西側は調査区外である。深さは 22mで、4Llま 2.5Y4/2暗灰

黄色細砂1層である。遺物イよ 須薦器踏9131、 高野Q10、 土師器剛聰21)等が出土した

翻  E16-b8区で検出した南北に長軸をもつ隅丸方形の土坑である。長軸 1.31ム 短軸 0,71x深さ 20mで

ある。l・W十はlclY3/1オリーブ黒色砂質±1層である。助 よ 須聴器平湘朦151等が出土した

847 E16-b3区で検出したほぼ円形の土坑で、西側は 8螢 に切られる。深さは 25頑、埋土は 10GY4/1

暗緑灰色粘質±1層である。遺物イよ 須落器葛豚藍91つ等が出上した

887 E16-a3区で検出した南北に長軸睦もつ土坑で、熱 い弱躍筆ψ卜である。長軸8.214深さ20mである。

勘 イよ 土笥薩満壷鬱19、 222、 2271、 警020)、 信詢К224-220、 河遭堅か0281、 釧聰2の筆翰ヾと仕上した

朋 。722・ 動5(3区>266(3[D E16-cd・ 3,4区で検出した落ち込みである。輝十イま2.5Y3/1黒褐色砂質

±1層である。的 らゝ蜘 の遺物わミ劉塾に出土した 遺物イよ 櫛 80)、 婢 1)、

壺9321、 器台1230、 高杯⑫34、 2351、 土師器壷1236～多0、 甕@蟹～25の、高杯1251～ 257、 264J、 小皿

12601、 IL1261)、 河這り期広産絶る21、 飼睫2631鞠土罫静ミ阻 した
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第 3面

1019 E16-b3区で検出した落ちで、西狽llD滞くなっている。深さは 30mである。遺物は、須恵器高不蓋

優651、 土面聘辞蜜似6の籍翰壮 した

1018 E16 b3区で検出した落ちで、深さは30-ul mでぁる。遺物イよ 土師器磨9691が出土した

1028 E16-c3区醐 した北西―醐 の溝で、験出長 11.甑 幅 0,8m、 深さ 10mでぁる。遺物イよ

蜘 681籍鞘泄 した

1014 E16b3区で検出した深さ 10伽ω落ちで、本遺構埋土を掘削した後、土坑・ピットなどが検出さ亀

遺物イよ レ蔚能騨穏訳270、 271)、 イ馳 721、 高邦12731、 磁鍛741、 器台970、 土師徽 76～270、 高イ脚

剖準フ9-283)、 釘韓〕8つ、剤牌龍380、 m1280筆珀ヾ皿 した

997 E16-d3区で検出した方形の土坑で、長軸 1.7r咀 煙軸0.8m、 深さ 17mである。埋土は 7.5Y4/2灰オ

リーブ色砂質±1層である。遺物イよ 土師器餅9891、 手培鬱90)等が出土した

lC154 E16-b,c・ 3区で検出した土坑で、東は調査区外である。検出長 23.51h深さ 70mである。遺物イよ

土前器笠痒帝碓お81籍翰ヾ阻 した

898 E16b3区で検出した円形のピットで、径 0。 31m、 深さ加 である。埋土は 7.5Y4/2灰オリーブ色

砂質±1層である。991)イよ 検出面から 10 cmlkど埋まり、25 cmほどが直立した状態で検出された。材質はひ

協 。

5区 遺葡副ま3硼 した

第1面 土坑・井戸・溝などを検出したパ 近・羽財望荘鐸面である。

第2面―①

3D16-h3区硼 した稗鰤閉辻功である。東西 2.5rnh南北 1.8鳳 深さ 13 cln劉 り、断面渤賜 を

呈する。l17十四暗オリーブ灰色辻Ю。2～3mの輸 1層である。遺物は、瓦器蹴993、 2941、 酷 よヽ皿997、

2981、 4W/1Xm1295、 2961ELETm1299米 第いと吐上した

9 D16-i3区で北内肩のみ検出した、土坑である。断面形は碗形を呈し、深さ 25 cmを測る。rj7+は 2層に大

別でき上層が灰オリーブ色土、下層はオリーブ黒色土層である。遺物イよ 軸 02～304J、 酷 jNm1800、

■BW/JⅦЮ06、 3071、 ELBWmK3081等(下層からと鍵塾碗勢頻 とヾ上し,也

l D16-I・ h4区硼 した溝で、溝の東肩を検出した 検出長 9.5鳳 断面形は浅しⅦ彫を呈し、深さ 15 cln

を測る。輝十凶暗オリーブ灰色シルト層1層である。遺物は瓦器碗・河岨 土師小皿等が出土した

ll D16-i4区硼 したピットである。詔闘膠は1辺 0。7mの方脇 断闘物期 を呈し、深さ20m劉る。

埋土は灰白色礫層1層である。遺物lMHW/1岨聰9劾等が出土した

ピット群 D16-I・ h,3・ 4区で平面形が 0.多埒.6mの円形のピットを検出しな いずれのビットも柱痕跡は

確認できなかった。深さは 20-35mで埋土はいずれも 1層、暗灰黄色当鰭譲灰色砂質土ブロックで混じる)で

ある。遺物は瓦器と土師器の小片が出土した

13 D16-f―h3区で検出した土坑である。西肩のみを検出した。検出長 19m怠 東は攪乱で切られる。断面

一- 29 -―



形イ灘瞬ケを呈し、深さは 24mである。埋土は灰オリー男凱砂と開ヨ巴獲±2層イt期はFきる。遺物は尻鴇

勲 珂淵 壮趾 した

第2面―②

第3層下面髄 区融 lllI・ 軋3・ 4因と】隙頃f4四)でピット群を検出した f4区のピット48からは完形

の瓦器筋(13世紀後半)が出土した。1・ h,3・ 4区で検出したピット群のなかで、建物を構成すると考えられるの

イま1,関鍵M2001である。

別  D16-h3で検出した2× 3間の掘眩柱建物で、柱間寸法は 1.8～2.4ム 柱堀力は 30-40 cmO円形で、

深さは20-25mである。4L口暗オリーブ灰色離標趾11層柳 罰衛騨要望的つゝた

48径 38 cmO円形のピッドG深さは35頑、4Ll呻 1層である。剛腋 ることはでき練 っゝた

力ヽ 壇封コ,ゝら完形C局報蒸13世紀隣∋が趾上した

第 2面―①ヤよ 6区から続く自然流路とピット群が検出されたが明確に建物を構成するピットは確認できな

かった。出圭溜物bゝら判断すると 13世紀後半から14世紀的 酢目当する。第2面―(Dよ 調査区南側で建物 1

棟とピット群を中期 ま遺構が希薄となり北側で 3基のピットを検出した 6区では第3層の堆積はなく、第 3

面イ餅目当する遺構面も確認されなかった。ピット48でイ詩謂防DI瑞誘榜 出ゞ土しており集落の北端の可能鵬

えられる。時期は第2面ヨЭと大きく隔てることはなく、13呻 酢目当する。

6区 遺構面は2面験出した。

第1面 第1面0自時は 土坑・清などが検出され也 ため池の下面であり、近。現代研劃髪鍔塊ら和る。

第2面 自継 ・」肋終Fを験出した

l D16-c～ e3区で検出した、自然流路である。験出長 16mで北画から南東へ緩やかな弧状を呈する。幅 3

抑 を測る。開闘陽賜 を呈し、深さは80mである。埋土イと嘩∃力蕩馘‐リーブ色シルト13-5mの障ω層、

下層が灰色粘質土(Mna層の 2層に大別できる。遺物イよ 瓦器嚇Юll、 3121、 瓦器小劇Ю13、 3141、 土師小

m1315～3221、 台付白師可阻 231、 瓦濱警Ю20、 土師質舶 刻 、白磁戯Ю20等、ほとんど上層の灰オリーブ

色シル酎蒙 らゝ阻 した

2 D16-e4区で検出した、土坑である。西側は調査区外。平面形は東西検出長 2.5×南北 1.4mの隅丸長方

形を呈する。断面形は皿形を呈し、深さ 20 omを測る。埋土はオリーブ票箇切無1～2硼命殿働層 1層である。

勘 よ迫師碁捌刊臥 瓦藩紗礫勃 阻ヾ した

121 D16-d3区硼 しな ピットである。WO.6mを 測る円形。断闘駿助 を呈し、深さ30 cme

測る。lj7+は灰オリーブ倒吻即訳約4mの時ωl層である。助 麦聾刷雪′↓Ⅶ礫勃Ⅵ止し,色

第 2面で検出した自然流路イよ 耳帥備ゝら張り出す段丘裾に北西から南東にかヤ鱒 。埋土は 2層に分か

れるぶ ウ簡副赳兄イよ 人為的に埋め戻した状況を呈している。ため池となる前イよ 谷部を埋め立て耕作地として

利用していたのであろう。自蜘 は13～14‖紀代であるため、耕作地利用も当該期と理解される。

須恵器摺り鉢G271と瓦質頭降3281は第2層出土遺物である。
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4 まとめ

今回の調蔭で確認された遺構について、周辺の遺跡の動向鵬ら時期ごとに記述する。

弥圭時代 1～ 4区で弥生時代の包含層と遺構が確認された。検出した遺構は土坑(清等であり、遺物イよ 少量

の中期前半から中葉の在地産を主体とした壺・熱 粘板岩製の石庖丁が出土したにとどまる。この時期の当遺

跡の陸格を明らかにする資料としては不足しているぶ 安満遺跡を南に望み、紅茸山遺跡と同じ尾綬状地形末端

部に立地することから、紅茸山遺跡を造り出す端緒となった小規模な国跡と考えられる。

期  1～ 4区で包含層と齢 べ確認された。検出遺構の時期イよ 前期と中期の2時期に夫別することがで

きる。

前期の遺構は2区の東側と3・ 4区を中心に広がり、遺物も多量に出土するぶ 明確な遺構は3区で検出され

た溝、井戸以外には少ない。2区 614の落ち込みは弥出時代末～庄内期、それ以外は3・ 4区で検出された遺

精で布留期に下る。

中期の遺構は1～ 4調査区全域で検出された。1区でイよ 2基の堅穴住居が検出され、その内の1基はため池

改修時の取水塔建設で東側2分の1以上を破壊され、他の堅穴住居イ繭 範囲用こ4分の3"止が存在するた

め、何れも全貌は下明である力ヽ 一辺4～ 5mを測る方形の堅六住居と考えられる。堅穴住居 166の床面から

イ齢 土器、土師器甕等が出土したボ 須恵器は出土しなかった

2区中央郡で検出した自然流路と考えられる 516轍幅 16mを測るぶ 深さ 0。2mと浅く、鯛  

「
|の旧流路で

はなく分流と考えられ、その左岸 鱗韻りでイよ 水辺の祭祀の様相を示すかのように須恵器高郷・不わ激 ッ

トで数点以上出土した。またここから 25m東イ轍 3区の土坑 175からイよ これと同時期の組み合わせに土

師器高郭を加えて出土した。出土した須恵器杯蓋の外面天丼部に朱彩のあるものが数例出土しな

出土する遺物はほぼこの時期に限ら章仏 5世紀末～6世紀初頭の集落の■端およびその周辺の施設を検出した

ものと考えられる。

古代 爛 詔地邦攀晦鄭状 までの古代にかかる遺構(遺物の出土は少ない。4区中央部で検出した土坑 809

から出土した平瓶およ的 らゝ出土した少量の剣試薇 土師器を観察する程度である。

中世 1～ 6区調査区全域に包含層と遺構が検出された。遺物は 13～14世紀代を中心に大量に出上した。遺構

は土坑・ピット・自然流路等である。ピットは多数検出された力ヽ 明確に建物を構成すると考えられるのは2区

622と 5区 200である。調査醐 辺§よ 辺朋騨策当謝 Q菊啓イ鶏 されていない。6区硼 された自然

流路イよ 13世紀後半には人為的に埋め立てている状態が観察され、上層に耕作土が堆積していたことから、14

世紀代捌降イよ 耕作地として利用されるようになったものと思わ取る。

今回の調査成果イよ 安満山南麓の段丘裾に弥出時代中期から小規模ながら集落が出現し、古墳時代綾対まで集

落は観鬼 古代で遺構・遺物が希薄となるが13檀紀國降再び開発されていった状況が確認さ▼亀
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